
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

月曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

使 2:42 そして、彼
かれ

らは使
し

徒
と

たちの教
おし

えを堅
かた

く守
まも

り、交
まじ

わり

をし、パンを裂
さ

き、祈
いの

りをしていた。 伝道学 3講/ 2010.9.18 

「成功
せいこう

した者
もの

は知
し

っていることを実践
じっせん

した者
もの

で、失敗
しっぱい

した者
もの

は 考
かんが

えの中
なか

でだけ生
い

きた者
もの

だ」今日
き ょ う

から伝道
でんどう

するべきだという 考
かんが

えか

らもう一歩
い っ ぽ

出
で

て、かならず福音
ふくいん

を伝える実践
じっせん

をしてみましょう。靴
くつ

みがきだった伝道者
でんどうしゃ

ムーディーを知
し

っていますか。人々
ひとびと

が「くる

ったムーディー」と呼
よ

んだほど、彼
かれ

の伝道
でんどう

の情 熱
じょうねつ

はすごかったの

です。福音
ふくいん

のためにすべてをささげた彼
かれ

を通
つう

じて、たくさんのた

ましいが神様に立
た

ち返
かえ

りました。 

「神様
かみさま

、お願
ねが

いですからムーディー先生
せんせい

をつかれさせてください。

そうでなければ、私
わたし

たちに超人的
ちょうひとてき

な 力
ちから

をあたえてください」と

もに 働
はたら

いていた福音
ふくいん

聖歌
せ い か

の歌手
う た て

サンキーの祈
いの

りの課題
か だ い

であった

とは、おそろしくないですか。いっしょに伝道
でんどう

運動
うんどう

をするために、

それぞれの 状
じょう

況
きょう

に合
あ

う規
き

則
そく

から決
き

めましょう。そして、神様
かみさま

の恵
めぐ

みの中
なか

でおたがいにはげましながら、伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

を実践
じっせん

しなが

ら、点数
てんすう

もつけましょう。いつも講壇
こうだん

のみことばを基準
きじゅん

として、

聖霊
せいれい

さまの細
こま

かい 導
みちび

きを受
う

ける伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

がいちばんはじめ

だという点
てん

を忘
わす

れないでください。 

私
わたし

は偽
いつわ

りを憎
にく

み、忌
い

みきらい、あなたのみおしえを愛
あい

しています。（詩篇
し へ ん

119:163） 

聖聖霊霊
せいれい

のの 導導
みちび

ききをを受受
う

けけるるたためめにに、、断断食食
だんじき

ししてて祈祈
いの

っったた伝伝道道者者
でんどうしゃ

パパウウロロののよようう

にに、、今今日日
き ょ う

かからら聖聖霊霊
せいれい

のの 導導
みちび

ききをを受受
う

けけるる 新新
あたら

ししいい挑挑 戦戦
ちょうせん

ををははじじめめささせせててくくだだ

ささいい。。イイエエスス・・キキリリスストトののおお名名前前
な ま え

にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

でんどう 

みことば 

いのり 

あなたの義
ぎ

のさばきのために、私
わたし

は日
ひ

に七度
な な ど

、あなたをほめたたえます。（詩篇
し へ ん

116:164） 

週 間
しゅうかん

スケジュールを決めよう 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
              

   

 

 

 

 

 

 

 

 

火曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

使 28:30～31 こうしてパウロは満
まん

二年
に ね ん

の 間
あいだ

、自費
じ ひ

で借
か

りた

家
いえ

に住
す

み、たずねて来
く

る人
ひと

たちをみな迎
むか

えて、大胆
だいたん

に、少
すこ

し

も 妨
さまた

げられることなく、神
かみ

の国
くに

を宣
の

べ伝
つた

え、主
しゅ

イエス・キリ

ストのことを教
おし

えた。(30～31) 核心訓練メッセージ/ 2010.9.18 

伝伝道道者者
でんどうしゃ

パパウウロロはは牢牢
ろう

にに閉閉
と

じじ込込
こ

めめらられれたたののでですすがが、、神神様様
かみさま

はは現現場場
げ ん ば

ににももっっとと大大
おお

ききなな

伝伝道道
でんどう

運運動動
うんどう

ををおおここさされれたたよよううにに、、伝伝道道者者
でんどうしゃ

のの生生活活
せいかつ

をを新新ししくく実実践践
じっせん

すするる答答
こた

ええををああたたええ

ててくくだだささいい。。イイエエスス・・キキリリスストトののおお名名前前
な ま え

にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

「イエス、天国
てんごく

」ということばで有名
ゆうめい

なチェ・クォンヌン牧師
ぼ く し

先生
せんせい

は、神社
じんじゃ

参拝
さんぱい

を反対
はんたい

するという理
り

由
ゆう

で刑
けい

務
む

所
しょ

に閉
と

じ込
こ

められまし

た。チェ・クォンヌン牧師
ぼ く し

先生
せんせい

と奥
おく

さまは、面会
めんかい

時間
じ か ん

が 短
みじか

いこと

で有名
ゆうめい

でした。牧師
ぼ く し

先生
せんせい

が面会室
めんかいしつ

に入
はい

っていくと、「いつも 喜
よろこ

ん

でいなさい」とあいさつすれば、奥
おく

さまは「絶
た

えず祈
いの

りなさい」

と答
こた

えて、そしていっしょに「すべてのことについて感謝
かんしゃ

しなさ

い」と告白
こくはく

するのが対話
た い わ

内容
ないよう

のすべてでした。当時
と う じ

の刑務所
けいむしょ

生活
せいかつ

は、地獄
じ ご く

のような苦
くる

しみであったし、家族
か ぞ く

の生活
せいかつ

もやはりことば

にできないほどだったのですが、伝道者
でんどうしゃ

が持
も

っている福音
ふくいん

をだれ

もふせぐことはできませんでした。 

でんどう 

みことば 

いのり 

私
わたし

の助
たす

けは、天
てん

地
ち

を造
つく

られた主
しゅ

から来
く

る。 (詩篇
し へ ん

121:2) 
苦
くる

しみのうちに、私
わたし

が主
しゅ

に呼
よ

ばわると、主
しゅ

は私
わたし

に答
こた

えられた。(詩篇
し へ ん

120：1) 

ただ福音
ふくいん

だけがまことのいのちで、ただ一
ひと

つの 

光
ひかり

であるために、神様
かみさま

のみことばをにぎるとき、

心
こころ

と思
おも

いがいやされて、肉体
にくたい

の病気
びょうき

もよくなる 働
はたら

きがおきます。講壇
こうだん

のみことばの中
なか

で、実践
じっせん

するこ

とを書
か

いておきましょう。完全
かんぜん

福音
ふくいん

、完全
かんぜん

祈り
い の り

、完全
かんぜん

伝道
でんどう

の奥義
お く ぎ

を味
あじ

わう神様の子
こ

どもは、すべての問題
もんだい

と環 境
かんきょう

をこえる祝 福
しゅくふく

を味
あじ

わうことができます。 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
              

   

 

 

 

 

 

 

 

 

水曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

出 38:8 また彼
かれ

は、青銅
せいどう

で洗盤
せんばん

を、また青銅
せいどう

でその台
だい

を作
つく

った。

会見
かいけん

の天幕
てんまく

の入口
いりぐち

で務
つと

めをした 女
おんな

たちの 鏡
かがみ

でそれを作
つく

った。  
インマヌエル教会聖日 1部/ 2010.9.19 

神様
かみさま

は幕屋
ま く や

を作
つく

るとき、聖所
せいじょ

の前
まえ

に大
おお

きな洗
せん

盤
ばん

(洗面器
せんめんき

)をおきなさ

いとおっしゃいました。祭司
さ い し

がそこで手
て

をきれいに洗
あら

ったあとに

聖所
せいじょ

に入
はい

ったり、全 焼
ぜんしょう

のいけいえの祭壇
さいだん

に犠牲
ぎ せ い

のいけにえをささげ

ました。この洗盤
せんばん

をとおして、私
わたし

たちは真実
しんじつ

な 心
こころ

で神様
かみさま

の前
まえ

に進
すす

ま

なければならないという事実
じ じ つ

を悟
さと

ることができます。世
よ

の中
なか

で失
しっ

敗
ぱい

したり、まちがいをして困難
こんなん

を経験
けいけん

しても、くやしく苦
くる

しみを受
う

け

るようになっても、神様
かみさま

にそのまますなおにすべての 状 況
じょうきょう

を告白
こくはく

して、 力
ちから

のみことばに頼
たよ

って、神様
かみさま

のみこころを 心
こころ

から求
もと

めなさ

いということです。もし解決
かいけつ

するのがむずかしいことが 行
おこな

われたと

しても、うろたえたり、ひきょうになって逃
に

げないでください。そ

の問題
もんだい

自体
じ た い

が神様
かみさま

の答
こた

えであることを信
しん

じて大
だい

胆
たん

に受
う

け入
い

れましょ

う。そうすれば、問題
もんだい

を完
かん

ぺきに解決
かいけつ

される神様
かみさま

がくださる 力
ちから

を得
え

るようになります。礼拝
れいはい

をささげて、<子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

>を黙想
もくそう

し

て祈
いの

りながら、今日
き ょ う

の答
こた

えをにぎりましょう。 

正
ただ

しい者
しゃ

の光
ひかり

は輝
かがや

き、悪者
わるもの

のともしびは消
き

える。(箴言
しんげん

13:9) 

カオリとケンがどんな 話
はなし

をしているのか、 考
かんが

えてみて 

ふきだしに書
か

いてみよう 

でんどう 

みことば 

いのり 

良
よ

い思
し

慮
りょ

は好
こう

意
い

を生
う

む。裏
うら

切
ぎ

り者
もの

の行
おこな

ないは荒
あら

い。（箴言
しんげん

13:15) 

私私
わたし

のの前前
まえ

ににああるるすすべべててのの問問
もん

題題
だい

とと苦苦
くる

ししみみとと、、答答
こた

ええままでで、、すすべべてて神神様様
かみさま

のの前前
まえ

ににすすなな

おおににそそののままままおお話話
はな

ししまますす。。神神様様
かみさま

のの助助
たす

けけをを 心心
こころ

かからら求求
もと

めめまますすののでで、、信信仰仰
しんこう

とと知知恵恵
ち え

をを

くくだだささいい。。イイエエスス・・キキリリスストトののおお名名前前
な ま え

にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

なにを いのって 

 いるのかな？ 

 あっ！ 

おにいちゃん 

じゅくに行
い

って

きたの？ 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

ローマ 1：1～10 私
わたし

が御子
み こ

の福音
ふくいん

を宣
の

べ伝
つた

えつつ霊
れい

をもって仕
つか

えている神
かみ

があかししてくださることですが、私
わたし

はあなたがた

のことを思
おも

わぬ時
とき

はなく、いつも祈
いの

りのたびごとに、神
かみ

のみこ

ころによって、何
なん

とかして、今度
こ ん ど

はついに道
みち

が開
ひら

かれて、あな

たがたのところに行
い

けるようにと願
ねが

っています。 (9～10) 
インマヌエル教会 聖日 2部 / 2010.9.19 

 
「 私

わたし

に 心
こころ

からの希望
き ぼ う

がありますか」パウロはローマに行
い

っ

て信仰
しんこう

の人
ひと

に会
あ

うことと地
ち

のはてまで行
い

って、多
おお

くの人
ひと

に

福音
ふくいん

を伝
つた

えることを望
のぞ

んでいました。神様
かみさま

はこういうパウロ

を大
おお

きく 喜
よろこ

ばれました。もしかして、目
め

をとじて 考
かんが

えると

きごとに、思
おも

い出
だ

す希
き

望
ぼう

がありますか。それが神様
かみさま

が 私
わたし

に

くださった希望
き ぼ う

だと確信
かくしん

できますか。 

 

毎日
まいにち

パウロのように神様
かみさま

のみことばを黙想
もくそう

しながら祈
いの

って

みましょう。そうすれば、多
おお

くの感謝
かんしゃ

があふれ出
で

て、福音
ふくいん

を

伝
つた

えることがどれくらい大切
たいせつ

なことか、ますます悟
さと

るように

なります。毎日
まいにち

、伝道者
でんどうしゃ

の日記
に っ き

を<子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

> に

記録
き ろ く

しましょう。 

人
ひと

の目
め

にはまっすぐに見
み

える道
みち

がある。その道
みち

の終
お

わりは死
し

の道
みち

である。(箴言
しんげん

14:12) 

でんどう 

みことば 

いのり 

新
あたら

しい歌
うた

を主に歌
うた

え。全地
ぜ ん ち

よ。主に歌
うた

え。(詩篇
し へ ん

96:1) 

今日
き ょ う

、にぎったみことばや、いのって受
う

けた 

答
こた

えを絵
え

にして、かいてみよう 

伝伝道道者者
でんどうしゃ

パパウウロロののよよううにに、、福福音音
ふくいん

をを伝伝
つた

ええるるここととをを 心心
こころ

かからら望望
のぞ

んんでで、、みみこことと

ばばををににぎぎっってて祈祈
いの

っってて生生活活
せいかつ

すするるここととががででききるるよよううにに 導導
みちび

いいててくくだだささいい。。

イイエエスス・・キキリリスストトののおお名名前前
な ま え

にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

力
ちから

強
づよ

い信
しん

頼
らい

は主
しゅ

を恐
おそ

れることにあり、子
こ

たちの避
さ

け所
どころ

となる。(箴言
しんげん

14:26) 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

出 38：9～20 彼
かれ

はまた、庭
にわ

を造
つく

った。南 側
みなみがわ

では、庭
にわ

の掛
か

け

幕
まく

は 百
ひゃく

キュビトの撚
よ

り糸
いと

で織
お

った亜麻
あ ま

布
ぬの

でできていた。 

(9) インマヌエル教会 聖日 1部 / 2010.9.26 

 

神様
かみさま

はイスラエルの民
たみ

が生活
せいかつ

する天幕
てんまく

(テント)のまん中
なか

に幕屋
ま く や

を作
つく

って、神様
かみさま

が彼
かれ

らとともにおられることを見
み

せられました。

民
たみ

も幕屋
ま く や

の庭
にわ

で聖所
せいじょ

をながめながら、神様
かみさま

が彼
かれ

らと「ともにおら

れること」を 心
こころ

に刻
きざ

みました。幕屋
ま く や

の庭
にわ

は、異邦人
いほうじん

や旅人
たびひと

が集
あつ

ま

ることができる重 要
じゅうよう

な伝道
でんどう

と宣 教
せんきょう

の場
ば

です。また、多
おお

くの子
こ

ど

もたちがいっしょにみことばを味
あじ

わう未来
み ら い

の祝 福
しゅくふく

になる 所
ところ

で

もありました。それで、イエス様
さま

はそこでいらないことをしてい

たとき、大
おお

きく怒
いか

ってやめさせられました(マルコ 11:15～19)。 

今
いま

でも神様
かみさま

は「インマヌエル」の契約
けいやく

をにぎったレムナントを通
とお

しておどろくべき答
こた

えと奇跡
き せ き

を起
お

こすことを願
ねが

っておられます。

それで、私
わたし

が先
さき

に伝
でん

道
どう

者
しゃ

の生
せい

活
かつ

を味
あじ

わって、伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

を送
おく

る

ように助
たす

けるのが最高
さいこう

の使命
し め い

なのです。神様
かみさま

が 私
わたし

とともにおら

れる証拠
しょうこ

を現場
げ ん ば

で見
み

るように手助
て だ す

けすれば、多
おお

くの未信者
みしんじゃ

がすぐ

に生
い

かされるようになるでしょう。 

自分
じ ぶ ん

の仕事
し ご と

をなまける者
もの

は、滅
ほろ

びをもたらす者
もの

の兄 弟
きょうだい

である。(箴言
しんげん

18:9) 

でんどう 

みことば 

いのり 

聞く
き く

耳
みみ

と、見
み

る目
め

とは、二
ふた

つとも主
しゅ

が造
つく

られたもの。(箴言
しんげん

20:12) 

♢にいろをぬる

とインマヌエル 

の韓
かん

国語
こ く ご

が 

出
で

てくるよ 

（임마누엘） 

私私
わたし

ががいいちちばばんんたたいいへへんんなな部部分分
ぶ ぶ ん

がが福福音音化化
ふくいんか

さされれるるよよううにに、、新新
あたら

ししいい恵恵
めぐ

みみををくくだだささっっ

てて、、友友
とも

だだちちをを理理解解
り か い

ししてて、、助助
たす

けけてて、、学学校校
がっこう

をを生生かかすす
い か す

地地
ち

教教 会会
きょうかい

のの答答
こた

ええをを味味
あじ

わわわわせせててくく

だだささいい。。イイエエスス・・キキリリスストトののおお名名前前
な ま え

にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

土曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 
 

ある日 50代
だい

初
はじ

めの 男
おとこ

の人
ひと

がノーマン・セント

ピル博士
は か せ

を訪
たず

ねてきました。彼
かれ

はとても疲
つか

れ

て、絶望的
ぜつぼうてき

な声
こえ

でピル博士
は か せ

に自分
じ ぶ ん

の状 態
じょうたい

を話
はな

しました。 

「先生
せんせい

、もう 私
わたし

はすべてが終
お

わってしまいま

した。ずっと努力
どりょく

してきたことが水
みず

の泡
あわ

になり

ました。 私
わたし

はこれからどのように生
い

きて行
い

っ

たらよいのですか。もう生
い

きることはできない

と思
おも

います」 

彼
かれ

が深
ふか

いため息
いき

をつきながら自分
じ ぶ ん

の人生
じんせい

に

対
たい

して絶望的
ぜつぼうてき

に話
はな

したとき、博士
は か せ

はその人
ひと

の

話
はなし

のとちゅうで、言
い

いました。 

「どういうことでしょうか。すべてですか。な

ぜすべてという表 現
ひょうげん

をするのですか」 

おはなし黙想
もくそう

３   インマヌエル教会聖日 2部 / 2010.9.26 

持
も

っていることが多
おお

い者
もの

 

「もう 私
わたし

には残
のこ

っているものはなにもありません。年
とし

もとっていて、もう立
た

ち

上
あ

がる 力
ちから

もないということです。そのうえに、残
のこ

っていた信仰
しんこう

と希望
き ぼ う

も消
き

えて

しまいました。このように生
い

きていたら、私
わたし

のからだも、いつか消
き

えてしまう

のでしょうか」 

「本当
ほんとう

にそのように 考
かんが

えているのですか。もう一度
い ち ど

、 考
かんが

えてみてください」 

博士
は か せ

は 男
おとこ

の人
ひと

になんども確認
かくにん

をしながら質問
しつもん

をして、紙
かみ

を一枚
いちまい

持
も

ってきまし

た。 

「今
いま

から見
み

つけてみましょう。本当
ほんとう

にすべてを 失
うしな

ったのか、希望
き ぼ う

が残
のこ

っている

のか、確認
かくにん

してみましょう」 

「奥
おく

さんはいますか」「はい。結婚
けっこん

して 30年
ねん

になりました。 

私
わたし

にはとても良
よ

い女
じょ

性
せい

です」 

「その紙
かみ

に書
か

いてみてください。 

その次
つぎ

に、子
こ

どもは何人
なんにん

いますか?」 

「三人
さんにん

です。子
こ

どもたちを見
み

ればいつも笑
わら

いが出
で

ます。」 

「それも書
か

いて下
くだ

さい」 

博
はかせ

士は続
つづ

いて質
しつ

問
もん

をして、書
か

いてくださいと言
い

った 

紙
かみ

に書
か

かれた文
ぶん

を、次
つぎ

は読
よ

んでみるようにしました。 

「愛
あい

する妻
つま

、 私
わたし

を見
み

ながら笑
わら

う 私
わたし

の子
こ

どもたち 

すぐにでもかけつけてくれる友
とも

だち、 

良心
いこころ

、神様
かみさま

の子
こ

ども、健康
けんこう

なからだ!」 

「さて。見
み

てください。あなたは 

まだすべてを 失
うしな

ってはいません。 

紙
かみ

に書
か

かれたあなたの宝 物
たからもの

と 

いっしょにやり直
なお

すことができますよ」 

あなたは訓戒
くんかい

に意
い

を用
もち

い、知識
ち し き

のことばに耳
みみ

を傾
かたむ

けよ。（箴言
しんげん

23:12) 


